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議会
懇談会

❷                                                                                                                                            かみふらの議会だより第 125 号

　
11
月
６
日
に
議
会
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
時
間
帯
を
午
前
と
夜
の
部
に
分
け
、
午
前
は
東
中

会
館
と
Ｊ
Ａ
上
富
良
野
事
務
所
、
夜
は
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
で
開
催
し
、
２
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
40
名
の
町
民
と
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上富良野に来て 20 年が経ちますが、はっきり申し上げ
て変わり映えのしない町です。例えば友人知人が来ても
連れて行くところが上富良野にはありません。そろそろ
道の駅とか町民も町外の人も楽しめる場所がある町に
なってほしいです。住み心地はとっても良好です。

初めて議会懇談会に参加させていただきました。議員定
数に関しては、議員報酬を増やしても良いので、議員の
数は減らしても良いのではと思います。京都からの移住
者として、町に対してたくさんの課題を感じています。
上富良野が活性化するためにも若い方が活躍してほしい
です。そのためにも議員さんには大きく期待しています。

議会懇談会に参加して、議員定数については、人口も減少
しており、現状の議員定数 14 人から大幅に減らし 9 人体
制にしてはどうかと思います。それにより議員報酬は増加
することとして、若い方たちが立候補する環境づくりに繋
がるものだと思います。なお、今回夜間開催の議会懇談会
に参加しましたが、残念なことに議員個々の思いを聞く場
がありませんでした。一部の議員だけではなく、すべての
議員が議員定数やまちづくりについてどう考えているのか
聞いてみたかったです。吉居　実さん

時田　忠明さん

河野　和子さん

人口が減少している中、現在の議員定数は多
いと考えます。議員活動が見えません。しか
し活動によって町も活気づくならば議員増員
もありだと思います。議員報酬は税収の増減、
町政の評価とも言えます。その成果に準じ増
減するのが良いと思います。 野原　秀信さん

議員定数と報酬について議員定数と報酬について これからのまちづくりこれからのまちづくり
テーマ①テーマ① テーマ②テーマ②



　
　

議会懇談会

 かみふらの議会だより第 125 号❸

議会懇談会
“ 私たちも聞きたい伝えたい ”私たちの町のこと

・給食の配送車が壊れたと聞いているが、定期的に更新する計画はないのか。
・離農した空き家の相談を役場で受けてくれないか。
・東中小の給食エレベーター、階段の壁が壊れている。金がないと言うの
ではなく、優先順位が低いと言ってほしい。
・街に活気がない。長く住み続けられるようなまちづくりが必要。
・子どもたちがいきいきしている姿がまちづくりに繋がるのではないか。
・泥流地帯映画化は進んでいるのか。道の駅は本当につくるのか。

まちづくりについて 　　・全議員の中で話しづらい。
・小グループに分けるなど
話しやすい工夫が必要。
・テーマをもっと具体的に。
・課題に対して各議員一人
ひとりの意見を聞かせてほ
しい。
・双方のやり取りが十分に
できてよかった。

その他にもこんな意見がありました！

ふるさと納税について、事業者が少ないと感じています。申し込み
があり年度中に送りたいですが、在庫がないときもあります。申し
込みが多すぎて供給できないとなったとき、町は把握しているので
しょうか。中富良野町は役場から直接連絡がきて割り振りしている
と聞きました。生産者が均等に潤うシステムになってほしいです。

チラシを見て興味を持ち、初めて議会懇談会に参加しました。会場は
親しみやすい雰囲気の中、しかしながら諸先輩方からの重みのある言
葉に色々と気づきや学びをいただきました。また、子育て世代同士で
共感できる発言もあり、私もその１人として少しお話させていただく
時間がありました。これは個人的な意見ですが、「選挙に行こう！」
という声と同じくらい、今回のような場に立ち会うことは興味を持つ
気がします。貴重な時間をいただき感謝申し上げます。 大竹　弘祐さん

議会懇談会に対して

小野寺　光さん

ご参加いただいた皆様の貴重なご意見を今後の活動に活かしていきます !!

町内の方で５人以上のグループであれば、どなたでも議会懇談会の開催を申し込むことができます。
議会に直接生の声を伝えることで、あなたの課題が町の課題として扱われるきっかけにもなります。

あなたの声を直接議会に届けませんか？あなたの声を直接議会に届けませんか？

申し込み方法 申込書を議会事務局までご提出ください。
詳細はこちらから👉

上富良野町議会事務局（☎ 45 ｰ 6992　FAX 45 ｰ 5362 ）



議員定数
議員報酬
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選挙が良い意味で緊張感を伴うイ
ベントになるよう、定数を繰り返
し再設計することが未来に繋がる
町づくりの原点だと思う。

50 代女性　会社員　

何人減らすかではなく何人が適正
かが大事である。我が愛郷上富良
野の住民は元来優秀だ。10 人も
いれば十分に議論できるはず。

70 代男性　会社員 富良野市が 16 人なので
14 人は多すぎる。

50 代男性　公務員

定数が少ないほど民意が反映
されにくくなるのでは。

30 代女性　会社員

14 人という数が活かされてい
ない。多くても 10 人。将来
を見据え思い切って 8 人でも
良い。

20 代男性　公務員

実際の活動内容がよく分からない
ので、定数が適当なのか判断しか
ねる。議員個々の考えも知りたい。

40 代女性　主婦

道内同規模自治体　（ ）内は人口
長沼町　　12 名（9,937 人）
栗山町　　11 名（10,651 人）
斜里町　　13 名（10,513 人）
美瑛町　　14 名（9,283 人）

現在の議員定数は 14 名

　
昨
年
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
町
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
議
員
定
数
」「
議
員
報
酬
」
に
つ
い
て
、
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
260
名
の
皆
様
に
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

議員定数について
テーマ①

※令和６年 12 月末現在
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議員定数・議員報酬

ご回答いただいたアンケートをもとに、議員定数と報酬についてさらに議論を深め、令和７年３月
に開催される第１回定例会にて「議員定数・報酬調査特別委員会」から調査及び審議結果が報告さ
れます。

活動が見えるような議員に
とっては少ないかもしれない。

30 代女性　自営業

町民の年金平均額を考えると
年収約 300 万円が少ないと
は思えない。

70 代女性　主婦

定数を減らし、その分報酬を
増やすと良い。

50 代男性　公務員

町村レベルで専業議員は不
要。経済的基盤があることを
前提とした額が望ましい。

50 代女性　会社員

長いスパンで町のことを考え
ていくためには、若い世代が
議員を志せる報酬が必要。

50 代男性　農林業

民間で活躍している人が職を辞
し、任期付きの立場となること
を覚悟させるだけの報酬が必要。

40 代男性　自営業

本当に町の事を思っている議員がどれだけいるのか疑問だ。（70 代女性）
町民を代表して建設的な意見を述べて欲しい。（40 代男性）
地方自治法など法律を勉強して欲しい。（80 代男性）
みなさん頑張ってください。（10 代女性）
定数を減らし報酬を上げても、選挙なので少数精鋭になるとは限らない。（60 代男性）　
パソコンやタブレットを導入し、議会のデジタル化を進めて欲しい。（30 代女性）
個々にどのような活動をしているのか、公の場で発表の場を設けては。（70 代男性）

その他のご意見

議長　　　　約 472 万円
副議長　　　約 359 万円
常任委員長　約 328 万円
その他議員　約 307 万円

現在の議員報酬（期末手当含む年額）

アンケートの結果はこちらから☞

議員定数・議員報酬アンケート結果報告
町民の声が議

わたしたち

会の道しるべ
　
　

議員報酬について

テーマ②

※令和６年 10 月１日現在
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令
和
５
年
度
に
町
が
使
っ
た
お
金
は
総
額
約
92
億
円
!

町
民
の
意
見
や
町
の
現
状
を
も
と
に
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
！！

つめる大切なサイクルつめる大切なサイクル

予算執行予算審査

決算審査予算編成

⬅

⬅

⬅

⬅

予算は適正かつ妥当に使われている？
効果的に事業が行われている？

全
部
で
227
個
の
質
問
の
中
か
ら

注
目
の
質
疑
応
答

　
決
算
特
別
委
員
会
と
は
、
年
間
予
算
に
基
づ
い
て
執
行
し

た
事
業
の
結
果
に
つ
い
て
、
議
会
に
よ
る
決
算
審
査
（
事
業

の
進
め
方
、
お
金
の
使
い
方
が
適
切
で
あ
っ
た
の
か
チ
ェ
ッ

ク
）
を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

今回は
ココ

　

 　
移
住
実
績
が
、
７
件
８
人
と
し
て
成
果
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
努
力
で
こ
の

よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

問
　

 　
移
住
フ
ェ
ア
等
の
参
加
、
出
展
な
ど
町
の
取
組
の
中
か
ら
、
こ
う
い
っ
た
実
績
に
つ
な
が
っ
た
も
の

と
理
解
し
て
い
る
。

答
　

 　
農
業
体
験
や
職
場
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、
定
住
・
移
住
人
口
増
大
に
向
け
対
応
し
て
は
ど
う
か
。

問
　

 　
町
の
定
住
・
移
住
対
策
に
つ
い
て
は
、
計
画
に
基
づ
い
て
進
め
て
い
る
が
、
現
在
の
定
住
移
住
計
画

書
が
令
和
６
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
取
組
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
当
町
の
今
の
人
口
規
模
を
踏
ま
え
た
中
で
、
新
た
な
事
業
を
組
み
立
て
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

答 《
定
住
・
移
住
》

　
 　

定
住
・
移
住
フ
ェ
ア
に
お
い
て
、
奨
学
金
の
返
済
支
援
制
度
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
ど

の
よ
う
な
制
度
内
容
か
。

問
　

 　
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校
、
大
学
校
な
ど
を
卒
業
さ
れ
た
35
歳
未
満
の
方
で
上
富
良

野
町
に
居
住
し
、
か
つ
上
富
良
野
町
内
の
指
定
す
る
業
種
の
事
業
所
に
新
卒
で
就
職
す
る
方
を
対
象
者

に
決
め
て
い
る
。

答 《
奨
学
金
の
返
還
支
援
補
助
》

　

 　
地
域
活
性
化
起
業
人
の
活
用
の
目
的
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

問
　

 　
主
に
町
の
観
光
振
興
で
、
特
に
東
京
都
内
の
企
業
で
あ
っ
た
り
、
居
住
で
あ
っ
た
り
と
い
う
方
の
観

点
か
ら
上
富
良
野
の
ま
だ
隠
れ
た
認
知
さ
れ
て
い
な
い
魅
力
の
観
光
資
源
化
を
目
的
と
し
て
い
る
。

答 《
地
域
活
性
化
起
業
人
》



決算特別委員会

 かみふらの議会だより第 125 号❼

予算から決算　議会が見予算から決算　議会が見
決算特別委員会設置
分科会に分かれて書類審査（9 月 24 日）

質疑（9 月 25 日）❷❷

意見・提言（9 月 26 日）❸❸

表決❹❹

提出された意見書

❶❶

一般会計（歳出）
１　移住促進について、既存事業の効果を検証して成果を示し、移住者の増加に努められたい。
２　地域活性化起業人の事業成果について、明確に報告されたい。
病院事業会計
１　病院事業の経営安定化のため、引き続き医師及び医療スタッフの確保に努められたい。

　

 　
泥
流
地
帯
の
映
画
化
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
町

民
の
認
知
度
は
、
ど
の
く
ら
い
広
が
っ
て
い
る
と
思
う
か
。

問
　

 　
泥
流
地
帯
の
映
画
化
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
映
画
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と

は
、
相
当
な
数
の
町
民
の
方
に
認
知
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。

答
　

 　
映
画
化
を
進
め
る
会
を
、
町
民
に
身
近
な
も
の
に
し
、
も
っ

と
機
運
を
上
げ
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

問
　

 　
そ
こ
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
る
。
皆
さ
ん
と
意
識
を
共
有

し
て
、
次
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

答 《
泥
流
地
帯
映
画
化
》

　

 　
先
が
な
か
な
か
見
え
て
こ
な
い
と
い
う
の
が
実
態
の
中
、
も
う

や
め
る
時
期
で
は
な
い
か
。

問
　

 　
今
後
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
我
々
が
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

答

賛成多数で認定されました。

《
病
院
事
業
》

　

 　
慢
性
的
な
医
師
不
足
解
消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

問
　

 　
旭
川
医
大
の
関
連
病
院
で
あ
る
こ
と
か
ら
医
大
内
科
医
局
の
方

に
要
請
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

答
　

 　
新
病
院
の
開
院
に
向
け
て
、
現
実
的
に
医
師
・
看
護
師
・
介
護

士
の
確
保
が
で
き
て
い
な
い
状
況
の
中
、
こ
の
ま
ま
で
は
経
営
自

体
も
成
り
立
た
な
い
の
で
は
な
い
か
。

問
　

 　
課
題
を
重
く
受
け
止
め
、
検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

答
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定例会
臨時会

議会 Pickup

定例会・臨時会の概要
　第４回臨時会が 11 月 28 日、12 月定例会が 12 月 11 日から 12 日まで
の 2 日間の会期で開かれました。補正予算、条例改正、財産の取得などにつ
いて審議され、厚生文教常任委員会に付託されていた条例改正案は賛成少数
で否決（詳細は次頁）されましたが、他の案件は全て原案の通り可決されま
した。また、定例会では 9 名の議員が一般質問を行い、17 項目にわたって
議論が交わされました。

給食センター搬送車購入　給食センター搬送車購入　810810 万円万円

寒い冬を乗り切るために寒い冬を乗り切るために

　　　　　高齢者等の冬の生活支援　　　　　　高齢者等の冬の生活支援　436436 万万８８千円千円

ラベンダーハイツ特別会計にラベンダーハイツ特別会計に

　　　　　　　　　　3,9913,991 万万３３千円を一般財源から繰入千円を一般財源から繰入

車
両
購
入
後
、
給
食
搬
送
車

両
用
の
架
装
工
事
を
行
い
、

２
月
頃
よ
り
稼
働
予
定
。

補正

予算

　給食搬送は 2 台の車両で行っていましたが、
同時期に双方の部品が破損し、数日間給食を提
供できない事態となりました。1 台については
交換部品の入手が難しいことから、中古ではあ
りますが新たに搬送車を購入します。

　特に冬の生活に必要な灯油代の高騰は家計に与える影響が大きいため、
対象となる世帯に 10,000 円を支給します。

　感染症の蔓延などにより入所者を安定的に確保できない状況が続き、サービス料金
の収入が減少していることに加え、燃料の高騰、職員給与費の改定がラベンダーハイ
ツの経営を圧迫しているため、今回の補正となりました。
　その他上富良野小中学校のバスケットゴール改修費や、社会教育総合センター修繕
費などが補正されました。

　
複
数
の
課
に
ま
た
が
る
案
件
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、

町
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
組
織
強
化
の
観
点
か
ら
副
町
長
を

現
在
の
１
名
か
ら
２
名
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

上
富
良
野
町
副
町
長
定
数
条
例

　
そ
の
他
、
上
富
良
野
町
犯
罪
者
支
援
条
例
、
公
共
下
水
道

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
、
そ
れ
ぞ
れ
制

定
、
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
賛
成
８
名
、
反
対
５
名
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

人
件
費
は
ど
こ
か
ら
…
？

１
人
で
は
だ
め
な
の
か
…
？

上
川
管
内
で
の
状
況
は
…
？

役
場
内
部
か
ら
の
登
用
か

　
　
　
そ
れ
と
も
外
部
か
ら
…
？

定例会では複数の議員よりこんな質問が！

よ
り
良
い
町
づ
く
り
に

　
　
　
　
　
副
町
長
を
二
人
体
制
に
⁉

条例

改正

臨
時
会
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令
和
６
年
９
月
第
３
回
定
例
町
議
会
に
上
程
さ
れ
た
「
上
富
良
野
町
在
宅
福
祉
事
業
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
平
成
12
年
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
て
い
る
在
宅
福
祉
事
業
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
及
び
除
雪
サ
ー
ビ
ス
、
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
金
を
、
物
価
や
人
件
費
の
高
騰
を
理
由
に
値

上
げ
す
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。
議
会
と
し
て
は
、よ
り
慎
重
に
審
議
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、厚
生
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
し
て
い
ま
し
た
。

金
子
益
三
　
議
員

米
澤
義
英
　
議
員

　
今
回
の
料
金
改
定
は
物
価
高
騰
や

人
件
費
の
増
高
が
要
因
で
あ
る
が
、

事
業
の
継
続
が
真
の
目
的
で
あ
り
町

の
財
政
負
担
と
利
用
者
の
負
担
で
事

業
が
継
続
さ
れ
、
現
在
の
利
用
者
も

将
来
の
利
用
者
も
安
定
し
て
在
宅
福

祉
事
業
が
運
営
出
来
る
た
め
で
あ
る
。

改
定
予
定
の
料
金
は
、
配
食
は
近
隣

自
治
体
と
大
き
な
乖
離
は
な
く
、
利

用
者
に
寄
り
添
っ
た
事
業
も
継
続
さ

れ
、
移
送
は
燃
油
高
騰
や
運
転
手
不

足
な
ど
で
も
運
営
さ
れ
る
金
額
で
あ

り
、
除
雪
は
民
間
業
者
と
比
較
し
て

も
安
価
な
価
格
で
あ
る
。
今
回
料
金

改
定
が
な
か
っ
た
場
合
に
、
次
回
大

き
な
値
上
げ
幅
と
な
る
と
利
用
者
に

多
大
な
負
担
が
懸
念
さ
れ
る
。
限
ら

れ
た
財
政
で
、
様
々
な
世
代
へ
の
福

祉
対
策
事
業
や
、
新
た
な
保
健
福
祉

施
策
へ
の
影
響
も
鑑
み
、
現
在
の
課

題
を
将
来
世
代
へ
先
送
り
し
な
い
た

め
に
も
、
や
む
な
く
賛
成
す
る
。

　
こ
の
事
業
の
利
用
者
は
、
生
活
基

盤
の
弱
い
人
た
ち
に
も
多
く
利
用
さ

れ
喜
ば
れ
て
い
る
事
業
で
あ
る
。
今

後
も
行
政
が
利
用
者
の
負
担
軽
減
に

努
め
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
を
す
べ
き
。

物
価
高
騰
で
町
民
の
生
活
は
大
変
な

状
況
下
の
も
と
、
こ
の
時
期
に
利
用

料
の
引
き
上
げ
は
、
利
用
者
に
と
っ

て
大
変
な
負
担
に
な
り
や
め
る
べ
き

で
あ
る
。
本
来
、
利
用
料
の
見
直
し

を
す
る
の
で
あ
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
内

井
村
悦
丈
　
議
員

　
物
価
高
騰
や
人
件
費
の
増
加
に
よ

り
、
高
齢
者
の
生
活
が
一
層
厳
し

く
な
る
現
状
は
深
く
理
解
し
て
い
る
。

19
年
間
、
値
上
げ
を
せ
ず
利
用
者
負

担
を
軽
減
し
て
き
た
が
、
物
価
上
昇

に
伴
い
必
要
経
費
が
増
加
し
、
町
の

財
源
も
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
厚
生

文
教
常
任
委
員
会
で
慎
重
に
審
議
さ

れ
利
用
料
値
上
げ
を
２
年
半
後
の「
上

富
良
野
町
第
10
期
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」 

策
定

時
に
社
会
情
勢
な
ど
鑑
み
見
直
す
べ

き
と
あ
っ
た
が
、
物
価
が
元
に
戻
る

可
能
性
は
低
く
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
利
用
料
改
正
を
見
送
る
と
、
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
低
下
し
、
さ

ら
な
る
財
政
負
担
が
生
じ
る
恐
れ
が

あ
る
。
現
行
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
、

持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
進
め
る
た

め
に
も
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
を
目
指
し
原
案
に
賛
成
す
る
。

容
の
充
実
が
必
要
だ
が
み
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
今
ま
で
に
も
利
用
料
の
見
直

し
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
な
ぜ
今
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。

何
よ
り
も
委
託
料
な
ど
の
必
要
経
費

は
、
町
の
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
を

す
れ
ば
賄
え
る
。
以
上
の
理
由
か
ら

上
富
良
野
町
在
宅
福
祉
事
業
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

反
対
す
る
。

林
　
敬
永
　
議
員

　
在
宅
福
祉
事
業
は
、
長
く
在
宅
で

暮
ら
す
高
齢
者
世
帯
に
対
す
る
生
活

支
援
へ
の
大
き
な
助
け
と
な
っ
て
お

り
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
殆
ど
が
年

金
収
入
で
、
物
価
高
騰
に
よ
り
節
約

を
し
な
が
ら
家
計
を
支
え
て
お
り
、

ま
ず
先
の
利
用
者
負
担
増
は
、
理
解

で
き
な
い
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
は
、
利
用
し
な
け
れ
ば
日
常
生
活

に
支
障
が
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
を
止
め
ら
れ
な
い
、
ま
さ
に

弱
者
い
じ
め
で
あ
る
。
最
後
に
、
値

上
げ
改
正
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
の

在
宅
福
祉
事
業
の
影
響
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
現
行
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
が
滞
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
新

規
の
事
務
事
業
な
ど
に
つ
い
て
も
影

響
は
出
に
く
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
値
上
げ
の
必
要

性
、
緊
急
性
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
と
す
る
。

意
見
が
分
か
れ
討
論
に
！

賛　成反　対

討論・表決の結果、賛成３名、反対10名で
　　　　　　原案否決となり、利用料金は据え置きに !
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自衛隊との共存共栄の自衛隊との共存共栄の
　　　　　まちづくりを進めるためには　　　　　まちづくりを進めるためには

宮崎県都城市　大分県由布市宮崎県都城市　大分県由布市

先
進
地
か
ら
学
び
、
よ
り
よ
い
上
富
良
野
へ

　
総
務
產
建
常
任
委
員
会
は
「
自
衛
隊
と
の
共
存
共
栄
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度
よ
り
ま
ち
づ
く
り
に
大
切
な
テ
ー
マ
と
し
て
調
査
・
研

究
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
令
和
６
年
10
月
28
日
か
ら
11
月
１
日
ま
で
の
５
日
間
、
先
進

地
調
査
と
し
て
宮
崎
県
都
城
市
と
新
富
町
、
大
分
県
由
布
市
と
竹
田
市
で
視
察
研
修
を
し
て

き
た
。

　
市
民
と
自
衛
隊
と
の
関
係
が
国
内
で
も
屈

指
の
良
好
な
関
係
が
築
か
れ
て
い
る
自
治
体

と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
都
城
市
は
所
属

郷
土
部
隊
の
都
城

隊
員
の
約
70
％
が
同
地
域
出
身
者
で
占
め
て

い
る
郷
土
部
隊
で
あ
り
、
必
然
的
に
自
衛
隊

と
市
民
と
の
距
離
が
近
い
町
で
あ
る
。
さ
ら

に
都
城
駐
屯
地
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
退
官

自
衛
官
に
対
し
て
積
極
的
な
リ
ク
ル
ー
ト
が

行
わ
れ
、
希
望
者
は
ほ
ぼ
100
％
の
再
就
職
率

を
誇
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
退
官
後
も
再

就
職
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
安
心
感
か
ら
持

ち
家
の
取
得
率
や
定
住
率
が
非
常
に
高
い
。

熱
心
な
要
望
活
動
の
末
に

　
湯
布
院
駐
屯
地
は
令
和
６
年
に
部
隊
の
改

編
が
行
わ
れ
、
第
２
特
科
団
へ
新
編
格
上
げ

に
な
り
、
令
和
７
年
に
は
新
た
な
連
隊
が
新

編
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
か
つ
て
は
、
改
編

に
よ
り
700
名
ま
で
減
少
し
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
市
長
が
会
長
を
務
め
る
由
布
市
防
衛
協

会
の
積
極
的
な
活
動
に
よ
り
な
ん
と
か
も
と

の
人
数
に
戻
し
て
ほ
し
い
と
要
望
活
動
を

行
っ
て
き
た
結
果
が
今
の
隊
員
数
増
加
に
つ

な
が
っ
て
い
た
。
ま
た
、
高
校
生
ま
で
の
医

療
費
無
償
化
を
他
の
町
に
先
駆
け
て
い
ち
早

く
取
り
組
む
な
ど
、
子
育
て
世
代
の
隊
員
の

定
住
促
進
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
現
在
隊
員

約
900
名
の
う
ち
約
800
名
が
由
布
市
に
在
住
し

て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
子
育
て
と
再
就
職
！

　
先
進
地
と
さ
れ
る
２
つ
の
町
に
共
通
し
て

い
る
の
は
、
現
役
時
代
の
子
育
て
環
境
の
充

実
と
退
官
後
の
積
極
的
な
援
護
が
自
衛
隊

と
の
共
存
共
栄
に
繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ

た
。
上
富
良
野
町
も
自
衛
隊
と
町
や
町
民
と

の
繋
が
り
は
強
く
自
衛
隊
と
共
に
発
展
し
て

き
た
町
で
あ
る
こ
と
は
、
町
民
誰
も
が
感
じ

て
い
る
一
方
、
自
衛
隊
員
の
定
住
率
は
年
々

下
が
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

こ
の
先
も
自
衛
隊
と
の
共
存
共
栄
の
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
て
い
く
中
で
、
今
ま
で
以
上
に

子
育
て
環
境
と
退
官
後
の
暮
ら
し
方
に
焦
点

を
当
て
た
町
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
結
果
、
上
富
良
野
町
が
安
心
し

て
入
隊
・
退
官
で
き
る
ま
ち
と
な
り
、
今
ま

で
以
上
に
町
民
と
自
衛
隊
が
深
い
関
わ
り
を

持
つ
共
存
共
栄
の
ま
ち
に
な
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

湯布院駐屯地内で説明を受ける様子



  かみふらの議会だより第 125 号

先進市町村行政調査

⓫

地域おこし協力隊制度を地域おこし協力隊制度を
　　　　もっともっと上手に活用するには　　　　もっともっと上手に活用するには

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
地
域
活
性
化

　
新
富
町
で
は
地
方
に
女
性
が
帰
っ
て
こ
な

い
現
状
と
サ
ッ
カ
ー
に
よ
る
地
域
活
性
化
を

目
指
し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
上
手
に
活

用
し
な
が
ら
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
地
域

活
性
化
事
業
を
展
開
し
て
い
た
。
女
子
サ
ッ

カ
ー
な
で
し
こ
リ
ー
グ
一
部
で
優
勝
す
る
ほ

ど
の
実
績
を
上
げ
た
「
ヴ
ィ
ア
マ
テ
ラ
ス
宮

崎
」
は
メ
ン
バ
ー
が
ほ
ぼ
協
力
隊
員
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
彼
女
た
ち
は
サ
ッ
カ
ー
を
通

じ
て
地
域
の
活
性
化
を
行
う
と
同
時
に
、
農

業
や
学
校
の
サ
ポ
ー
ト
、
福
祉
施
設
へ
の
表

敬
訪
問
な
ど
住
民
生
活
と
深
く
関
わ
っ
た
活

動
を
し
て
い
る
。
協
力
隊
員
任
期
満
了
後
も

定
住
し
選
手
活
動
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
地
域

で
雇
用
す
る
な
ど
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
充
実
し

て
い
た
。
ま
た
、
新
富
町
で
は
「
ヴ
ィ
ア
マ

テ
ラ
ス
宮
崎
」
の
隊
員
を
「
ス
ポ
ー
ツ
観
光

タ
イ
プ
」
と
し
て
採
用
し
て
い
る
一
方
で
町

の
課
題
解
決
や
特
産
品
の
開
発
、
町
内
で
の

起
業
を
目
指
す
「
起
業
タ
イ
プ
」
と
し
て
の

協
力
隊
員
も
採
用
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
タ

イ
プ
も
そ
れ
ぞ
れ
「
町
小
屋
」
と
「
こ
ゆ
財

団
」
と
い
う
協
力
隊
員
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

会
社
を
設
け
運
営
す
る
こ
と
で
任
期
期
間
中

や
任
期
後
の
サ
ポ
ー
ト
を
徹
底
し
て
い
た
。

失
敗
か
ら
学
ん
だ
協
力
隊
の
活
用

　
竹
田
市
は
高
齢
化
率
が
49
％
と
非
常
に
高

い
こ
と
か
ら
危
機
感
を
感
じ
、
移
住
政
策
の

一
つ
と
し
て
協
力
隊
員
の
活
用
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
町
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に

104
人
採
用
し
、
平
成
29
年
に
は
45
名
と
大
量

の
隊
員
を
任
用
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
し

か
し
、
市
民
か
ら
「
隊
員
が
何
を
や
っ
て
い

る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
の
苦
言
が
あ
り
採
用

方
針
を
見
直
し
数
よ
り
質
を
大
事
に
す
る
や

り
方
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
主
な
取
り
組
み

と
し
て
①
会
計
年
度
任
用
職
員
と
同
じ
業
務

を
さ
せ
な
い
、
②
協
力
隊
員
が
地
域
課
題
解

決
や
活
性
化
す
る
方
法
、
定
住
す
る
た
め
の

方
法
、
担
当
課
の
サ
ポ
ー
ト
方
法
を
具
体
的

に
明
確
に
す
る
こ
と
、
③
内
定
後
に
再
度
面

談
を
行
っ
て
か
ら
採
用
す
る
こ
と
等
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
た
、
協
力
隊
の
相
談
、
就
業
、

起
業
な
ど
を
よ
り
一
層
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
組
織
を
立
ち
上
げ
採
用

す
る
側
と
さ
れ
る
側
双
方
に
と
っ
て
よ
り
良

い
仕
組
み
づ
く
り
が
確
立
さ
れ
て
き
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
組
織
と
献
身
的
な

サ
ポ
ー
ト

　
ど
ち
ら
の
町
も
紆
余
曲
折
し
な
が
ら
も
、

職
員
の
協
力
隊
活
用
に
向
け
た
努
力
と
こ
れ

ま
で
の
苦
労
を
と
て
も
強
く
感
じ
た
。
ま
た
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
組
織
を
立
ち
上
げ
隊
員
の

運
営
を
任
せ
る
こ
と
で
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で

の
献
身
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
実
現
さ
せ
、
双
方

共
に
満
足
で
き
る
仕
組
み
を
作
り
上
げ
て
き

た
こ
と
で
定
住
率
の
増
加
に
加
え
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
お
り
、
協
力
隊
制

度
の
活
用
に
力
を
入
れ
始
め
た
わ
が
町
に

と
っ
て
と
て
も
参
考
に
な
る
視
察
と
な
っ
た
。

宮崎県新富町　大分県竹田市宮崎県新富町　大分県竹田市

ヴィアマテラス宮崎の選手との対話の様子

各
委
員
会
で
は
よ
り
良
い
町

づ
く
り
の
た
め
、
テ
ー
マ
を

決
め
２
年
間
調
査
・
研
究
を

行
っ
て
い
る
。
今
回
の
視
察

も
そ
の
一
環
で
あ
る
。



議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？
次の定例会の開会予定は… ３月３日（月）、４日（火）、５日（水）、６日（木）、14 日（金）です３月３日（月）、４日（火）、５日（水）、６日（木）、14 日（金）です
※この日程は変更になる場合がありますので、ご確認のうえ、役場３階の議場までお越しください。

一般
質問

                                                                                                                                           かみふらの議会だより第 125 号 ⓬

上富良野のここが聞きたい‼上富良野のここが聞きたい‼
町民の思いを届ける 60分町民の思いを届ける 60分

林　　敬永 議員 湯川　千悦子 議員

小林　啓太 議員 井村　悦丈 議員

荒生　博一 議員

①　高齢者の福祉対策について
②　今後４年間の町づくりにつ
　　いて
③　町の公有財産の管理について

金子　益三 議員

米澤　義英 議員 島田　政志 議員

佐藤　大輔 議員

①　ジオパーク全国大会とジオパ
　　ークを活用した町づくりにつ
　　いて

①　当町の人口減少対策は

①　物価高騰による町民生活の負
　　担軽減と地域経済の振興策に　
　　ついて
②　町おこしについて

①　物価高騰対策として生活支援
　　策をとらないか
②　地方創生 2.0 へ我が町は対応
　　策をどのように進めるか

①　タブレット端末導入について

①　物価高騰に対するプレミアム
　　商品券の発行について
②　かみふらの収穫祭について

①　農業の担い手について

①　物価高騰対策
②　子育て支援について
③　パートナーシップ制度につ
　　いて
④　保育行政について

・一般質問のページは質問議員本人により編
集されています。

12 月定例会の傍聴者は 2424 人人



⓭ かみふらの議会だより第 125 号

一般質問

人口減少
対策

合
計
特
殊
出
生
率
と
は
人
口
に
対
し
て
生
ま
れ
た

子
供
の
数
を
表
す
指
標
の
１
つ
。
出
産
可
能
な
年

齢
を
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
女
性
と
規
定
し
、
年

齢
階
級
ご
と
の
出
生
率
を
も
と
め
、
そ
れ
を
足
し

合
わ
せ
る
こ
と
で
一
人
の
女
性
が
一
生
に
産
む
子

供
の
数
の
平
均
を
求
め
る
。

町の人口減少対策は
町長－新たな移住者向け助成制度の検討を進める

町の人口を増やすた
めに、色々な角度か
ら頑張りますよ！

安
川
農
業
振
興
課
長　
今
現

在
、
ま
だ
研
修
中
で
、
期
間

を
２
年
間
予
定
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
農
地
の
所
有
、
耕

作
す
る
権
利
も
含
め
現
在
相

談
等
を
進
め
て
い
る
。

湯
川
議
員　
婚
活
支
援
に
つ

い
て
、
平
成
５
年
か
ら
平
成

14
年
ま
で
我
が
町
の
合
計
特

殊
出
生
率
は
2.02
や
、
1.85
と
全

道
１
位
で
あ
っ
た
。
現
在
は

そ
の
合
計
特
殊
出
生
率
も
1.44

ま
で
減
少
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
出
生
数
の
増
減
の
要
因

と
も
な
る
婚
活
支
援
に
関
し

て
、
我
が
町
が
行
っ
て
い
る

こ
と
と
、
今
後
の
方
策
に
つ

い
て
伺
う
。

斉
藤
町
長　
婚
活
支
援
に
つ

い
て
、
行
政
が
主
導
し
て
行

っ
て
い
る
事
業
は
な
く
、
婚

活
を
趣
旨
と
し
た
事
業
に
つ

い
て
も
予
定
は
な
い
。

間
満
了
後
の
町
へ
の
定
住
促

進
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。
隊
員
以
外
で
我
が

町
へ
移
住
・
定
住
さ
れ
る

方
々
へ
の
取
り
組
み
は
ど
の

よ
う
な
方
策
を
考
え
て
い
る

の
か
。

斉
藤
町
長　
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
定
住
に
向
け
て
は
、

総
括
業
務
を
行
っ
て
い
る
企

画
商
工
観
光
課
と
隊
員
の
所

属
す
る
課
が
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
任
期
満
了
後
の
定
住

に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
進
め

て
い
く
。
特
産
農
産
物
支
援

員
の
定
住
に
つ
い
て
は
、
町

内
で
の
新
規
就
農
を
採
用
の

条
件
に
し
て
い
る
の
で
、
隊

員
に
定
住
の
意
志
確
認
を
行

い
、
研
修
を
進
め
て
い
る
。

湯
川
議
員　
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
農
地
の
斡
旋
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

湯
川
議
員　
我
が
町
に
お
い

て
、
１
９
５
５
年
（
昭
和
30

年
）
上
富
良
野
駐
屯
地
が
で

き
て
以
来
、
人
口
が
増
え
続

け
、
１
９
６
０
年
（
昭
和

35
年
）
に
１
万
７
千
101
人

と
な
り
、
以
来
減
少
が
続

き
、
２
０
２
３
年
３
月
末
に

は
１
万
人
を
下
回
る
９
千
990

人
と
、
人
口
減
少
が
加
速
し

て
い
る
。
人
口
減
少
対
策
は
、

社
会
減
と
自
然
減
が
あ
る
。

自
然
減
は
仕
方
の
な
い
こ
と

と
思
う
が
、
社
会
減
は
比
較

的
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
人
口
減
少
対
策

に
つ
い
て
、
町
長
の
見
解
を

伺
う
。　
　

　
移
住
者
増
へ
の
取
り
組
み

策
に
つ
い
て
、
既
存
の
空
き

店
舗
や
空
き
家
な
ど
を
リ

フ
ォ
ー
ム
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
す
る
時
に
新
た
な
物
件
と

し
て
活
用
し
、
移
住
者
の
増

加
を
図
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

我
が
町
の
現
状
と
今
後
の
方

策
に
つ
い
て
伺
う
。

斉
藤
町
長　
移
住
者
の
み
を

対
象
と
し
た
助
成
制
度
は
な

い
が
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
や
、
新
規
開
業
補
助
制
度

な
ど
の
助
成
制
度
を
設
け
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
相
談
窓
口
や
、
空

家
・
空
地
バ
ン
ク
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
情
報
発
信
し
な

が
ら
、
新
た
な
移
住
者
向
け

助
成
制
度
の
検
討
を
進
め
る
。

湯
川
議
員　
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
な
ど
の
定
住
策
に
つ

い
て
、
協
力
隊
員
の
契
約
期

湯川　千悦子　議員 町の移住・定住ポータルサイト



一般
質問

                                                                                                                                           かみふらの議会だより第 125 号 ⓮

物価
高騰

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
と
は
、
消
費
税
の
引
き
上

げ
に
伴
い
、
所
得
の
少
な
い
者
、
乳
幼
児
の
い
る

子
育
て
世
帯
に
対
し
て
、
消
費
税
率
引
上
げ
に
伴

う
負
担
増
を
緩
和
す
る
こ
と
を
目
的
に
市
区
町
村

が
発
行
・
販
売
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

町長－一般財源を用いた施策は困難な状況

物価高騰が収まらない
中、年末の食料の買入
れ・灯油の支払い、来
春に向け新入学の準備
など、大きなメリット
があることから期待し
ていた…

ど
、
経
常
的
な
費
用
の
支
払

い
が
大
半
を
占
め
る
な
ど
、

町
内
専
用
の
商
品
券
を
用
い

た
町
内
消
費
の
拡
大
に
関
し

て
、
そ
の
効
果
は
非
常
に
限

定
的
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
あ
り
、
一
般
財
源
を

用
い
た
施
策
と
し
て
の
継
続

は
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
。

生
活
費
負
担
軽
減
対
策
と
し

て
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

の
効
果
を
多
様
か
つ
所
得
の

多
寡
に
よ
ら
ず
、
効
果
の
あ

る
手
法
に
つ
い
て
導
入
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の

で
、
御
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

井
村
議
員　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

食
料
品
等
の
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
、
家
計
の
負
担
は

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
町
民

の
生
活
費
負
担
軽
減
と
地
域

経
済
の
振
興
に
向
け
て
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
販

売
、
発
行
を
行
う
こ
と
に
つ

い
て
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

斉
藤
町
長　
今
年
に
お
い
て

は
、
物
価
上
昇
を
上
回
る
所

得
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
事
業
は
、
年
末
年
始
の
家

計
負
担
を
和
ら
げ
る
効
果
は

非
常
に
高
く
、
町
民
の
皆
様

に
も
大
い
に
活
用
い
た
だ
き
、

御
好
評
を
得
た
施
策
で
あ
っ

た
。

　
一
方
、
消
費
喚
起
を
期
待

す
る
商
工
振
興
策
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン

な
ど
の
燃
料
費
の
支
払
い
な

井村　悦丈　議員

物価高騰に対する負担軽減策は

早く鈍化して欲しい物価上昇

町
お
こ
し
に
つ
い
て

井
村
議
員　
中
心
市
街
地
の

商
店
街
に
つ
い
て
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
が
閉
じ
た
ま
ま
の
店
跡

が
た
く
さ
ん
あ
る
。
商
店
街

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
化
は
共
通

の
要
因
が
あ
り
、
経
営
者
の

後
継
者
不
足
、
高
齢
化
等
の

理
由
な
ど
、
今
後
、
廃
業
が

増
加
し
商
店
街
の
存
続
が
危

う
く
な
る
現
状
に
ど
う
取
り

組
む
の
か
伺
う
。

斉
藤
町
長　
閉
業
に
至
る
に

は
様
々
な
要
因
が
あ
り
、
後

継
者
不
足
の
問
題
も
非
常
に

深
刻
な
課
題
と
捉
え
て
い
る

が
、
人
口
減
少
に
伴
う
基
礎

購
買
力
の
縮
小
や
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
る

隣
接
商
業
圏
へ
の
流
失
、
商

業
施
設
の
大
型
化
、
ネ
ッ
ト

販
売
の
浸
透
な
ど
、
消
費
動

向
の
変
遷
が
強
く
影
響
し
、

既
存
の
形
態
で
の
事
業
継
承

を
断
念
す
る
主
因
と
な
っ
て

い
る
。

　
後
継
者
問
題
を
含
め
た
事

業
の
継
続
を
支
援
す
る
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、
既
存

の
U
タ
ー
ン
施
策
の
み
な
ら

ず
、
第
三
者
継
承
な
ど
新
規

開
業
希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
事
業
な
ど
へ
の
期
待
は
あ

り
つ
つ
も
、
十
分
な
成
果
を

上
げ
、
参
考
と
で
き
る
実
例

も
現
段
階
で
は
乏
し
く
、
引

き
続
き
研
究
し
て
い
く
よ
う

考
え
て
い
る
。



一般質問

 かみふらの議会だより第 125 号⓯

物価
高騰

地
方
創
生
2.0
と
は
、
従
来
の
交
付
金
の
一
律
交
付

で
は
な
く
「
地
方
に
雇
用
と
所
得
」、「
新
し
い
地

方
経
済
」
と
い
う
文
言
が
示
す
よ
う
に
「
し
ご
と

づ
く
り
」
に
よ
る
地
方
創
生
。

物価高騰対策にプレミアム商品券発行は
町長－福祉の観点からは課題を抱えている

様々な物価高騰で
苦しんでいる町民
の暮らしを何とか
助ける政策を進め
て欲しい。

活
支
援
も
、
両
方
兼
ね
備
え

た
事
業
と
し
て
、
当
初
予
算

で
組
む
も
の
と
考
え
る
が
。

斉
藤
町
長　
換
金
手
数
料
に

つ
い
て
は
、
議
論
の
余
地
は

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
事

業
と
し
て
恒
常
的
に
は
、
な

か
な
か
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。

い
と
言
っ
て
い
な
い
。
財
政

状
況
も
影
響
し
、
必
然
的
に

優
先
順
位
が
つ
く
、
今
回
は

補
正
予
算
で
も
単
費
で
は
難

し
い
結
論
に
至
っ
て
い
る
。

金
子
議
員　
年
内
は
無
理
で

も
、
年
度
内
で
あ
れ
ば
、
事

業
的
に
は
可
能
だ
と
思
う
が
。

斉
藤
町
長　
国
で
経
済
対
策

の
補
助
金
を
今
準
備
し
て
い

る
の
で
、
そ
れ
の
準
備
が

整
っ
て
、
う
ま
く
要
綱
等
に

合
致
す
れ
ば
、
何
ら
か
の
施

策
は
打
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

金
子
議
員　
町
民
の
生
活
支

援
事
業
と
位
置
づ
け
て
、
次

年
度
以
降
対
応
し
な
い
か
。

斉
藤
町
長　
恒
久
的
な
事
業

と
し
て
当
初
予
算
か
ら
と
い

う
こ
と
は
、
実
現
は
難
し
い
。

金
子
議
員　
商
業
振
興
も
住

民
の
物
価
高
騰
に
対
す
る
生

金
子
議
員　
毎
年
行
っ
て
き

た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

事
業
を
、
本
年
度
追
加
予
算

等
で
行
わ
な
い
か
。

斉
藤
町
長　
国
の
補
助
金
を

原
資
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム

率
を
上
乗
せ
し
て
実
施
し
年

末
年
始
の
家
計
負
担
を
和
ら

げ
る
効
果
は
非
常
に
高
く
、

町
民
に
も
活
用
い
た
だ
き
、

御
好
評
を
得
た
施
策
だ
っ
た
。

　
一
方
、
商
工
振
興
策
と
し

て
は
、
経
常
的
な
費
用
の
支

払
い
な
ど
効
果
は
非
常
に
限

定
的
で
あ
り
、
一
般
財
源
を

用
い
た
施
策
の
継
続
は
困
難

な
状
況
で
あ
る
。
ま
た
所
得

の
低
い
家
庭
で
は
利
益
を
最

大
限
受
け
る
こ
と
が
難
し
い

な
ど
、
町
民
の
暮
ら
し
を
守

る
福
祉
の
観
点
か
ら
は
課
題

を
抱
え
て
い
る
。

金
子
議
員　
今
年
度
こ
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業

を
行
う
か
行
わ
な
い
か
。

斉
藤
町
長　
現
時
点
で
は
何

も
決
ま
っ
て
な
い
が
、
国
の

経
済
対
策
の
補
助
金
等
を
鑑

み
な
が
ら
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

金
子
議
員　
現
在
の
財
政
よ

り
厳
し
い
時
代
で
も
、
事
業

を
継
続
的
に
行
っ
て
い
た
が
、

な
ぜ
今
年
行
わ
な
い
の
か
。

斉
藤
町
長　
や
ら
な
か
っ
た

こ
と
は
無
限
に
あ
り
必
然
的

に
優
先
順
位
が
つ
き
、
今
回

は
補
正
予
算
で
も
単
費
で
は

難
し
い
結
論
に
至
っ
た
。

金
子
議
員　
優
先
順
位
的
に

は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
事
業
は
低
い
の
か
。

斉
藤
町
長　
全
然
効
果
が
な

金子　益三　議員 毎年年末に行われているプレミアム付き商品券事業

地
方
創
生
2.0
へ
町
は
ど
の

よ
う
な
対
策
を
進
め
る
か

金
子
議
員　
有
利
な
交
付
金

を
、
斬
新
な
考
え
で
取
り
組

ん
で
い
か
な
い
か
。

斉
藤
町
長　
人
口
減
少
の
中

で
何
が
必
要
か
、
人
が
い
な

く
な
っ
た
部
分
を
カ
バ
ー
す

る
の
が
技
術
だ
と
思
う
の
で
、

現
金
を
給
付
し
て
消
費
す
る

の
も
良
い
が
、
未
来
の
設
備

投
資
や
、
事
業
展
開
に
つ
な

が
る
よ
う
な
交
付
金
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
ふ
う
に
考

え
る
。
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業務の
効率化

町長－まだまだ本格的に導入出来ない

地球環境・業務効率
の為にも一刻も早く
お願いしたい。

本
当
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
奨
し

て
い
る
の
か
。

斉
藤
町
長　
コ
ピ
ー
に
か
か

る
コ
ス
ト
は
現
在
計
算
し
て

い
な
い
。
地
球
環
境
に
つ
い

て
は
、
前
向
き
に
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

島
田
議
員　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
に
つ
い
て
紙
は
危
な
い
。

議
案
資
料
は
郵
送
し
て
来
る

が
、
郵
便
受
け
か
ら
持
っ
て

い
く
人
が
い
る
か
も
知
れ
な

い
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
あ
れ
ば

顔
認
証
と
指
紋
認
証
を
合
わ

せ
ば
、
ほ
と
ん
ど
開
け
ら
れ

な
い
。
仮
に
紛
失
・
盗
難
に

島
田
議
員　
１
点
目
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
会
議
で
の
活

用
は
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、

会
議
進
行
の
効
率
化
、
賛
否

の
即
時
性
、
さ
ら
に
会
議
室

に
い
な
く
て
も
会
議
に
参
加

で
き
る
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
町
と
し
て
導
入
が
進
め

ら
れ
な
い
理
由
は
何
か
。

斉
藤
町
長　
こ
れ
ま
で
数
台

購
入
し
訪
問
時
ま
た
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
で
使
用
。
コ

ス
ト
が
割
高
に
な
る
こ
と
や

紛
失
・
盗
難
等
の
リ
ス
ク
を

勘
案
し
、
導
入
を
検
討
中
で

あ
る
。

島
田
議
員　
当
町
の
会
議
・

町
議
会
に
お
い
て
多
く
の
紙

資
料
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
紙
代
コ
ピ
ー
代
等
の
コ

ス
ト
は
い
く
ら
に
な
る
か
。

地
球
環
境
と
言
い
な
が
ら
コ

ピ
ー
用
紙
は
使
い
た
い
放
題
。

島田　政志　議員

タブレット端末導入について

合
っ
て
も
デ
ー
タ
ー
を
サ
ー

バ
ー
に
預
け
て
お
け
ば
、
情

報
は
漏
れ
な
い
。

斉
藤
町
長　
行
政
文
書
に
限

ら
ず
町
か
ら
の
郵
送
物
は

多
々
あ
る
。
等
し
く
そ
う
い

う
リ
ス
ク
は
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
顔
認
証
に
し
て
も
指
紋

認
証
に
し
て
も
当
然
人
間
が

作
っ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な

の
で
完
璧
は
な
い
。
た
だ
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
・
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
の
方
向
に
向
か
っ
て

行
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

一
遍
に
で
な
く
、
で
き
る
業

務
か
ら
順
次
進
め
て
い
く
。

島
田
議
員　
近
隣
市
町
村
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
効
果
に
つ

い
て
町
長
は
ど
う
感
じ
て
い

る
か
。

斉
藤
町
長　
首
長
の
方
で
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
持
ち
歩
い
て
い

る
方
も
い
る
。
言
わ
れ
る
通

り
い
ろ
い
ろ
メ
リ
ッ
ト
は
あ

る
が
順
次
進
め
た
い
。

島
田
議
員　
後
々
に
導
入
を

検
討
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

よ
ろ
し
い
か
。

斉
藤
町
長　
常
に
業
務
改
善

の
点
で
考
え
て
い
る
。
予
算

を
鑑
み
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
移
行
が

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
し
て
い

き
た
い
。

タブレット導入によるペーパーレス化

島田議員におかれましては、令和７年
１月６日に急逝されました。
原稿については、逝去される前に受け
取っていましたので、そのまま掲載さ
せていただきました。

上
富
良
野
町
は
令
和
４
年
に
「
上
富
良
野
町
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。
自
治
体

は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
削
減
等
の
た
め
の
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
施
策
を
策
定
し
、
実
施
す
る

よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
具
体
策
の
一
つ
が
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
で
す
。
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ジオ
パーク

世
界
遺
産
は
、
建
物
や
遺
跡
、
景
観
、
自
然
な
ど
、

有
形
文
化
財
の
保
護
を
目
的
と
し
て
い
る
一
方
、

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
地
球
規
模
で
価
値
の
あ
る
大
地

や
地
質
遺
産
を
含
む
自
然
を
保
護
す
る
だ
け
で
な

く
、
教
育
や
観
光
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
地
域
の

活
性
化
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

全国大会は町に何をもたらすのか
町長－町を PR する絶好の機会となる

ジ
オ
サ
ポ
ー
タ
ー
等
の
確
保

に
注
力
し
た
い
。

佐
藤
議
員　
今
後
、
ジ
オ
の

活
動
は
美
瑛
町
と
同
じ
よ
う

に
教
育
に
主
軸
を
置
く
べ
き

で
は
な
い
か
。
町
民
に
示
す

ジ
オ
の
目
的
と
施
策
の
大
分

類
を
明
確
に
す
る
た
め
に
も
、

企
画
商
工
観
光
課
か
ら
教
育

委
員
会
に
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

室
を
移
し
本
腰
を
入
れ
て
取

り
組
ま
な
い
か
。

斉
藤
町
長　
教
育
に
軸
足
を

置
く
と
コ
ス
ト
を
か
け
て
も

リ
タ
ー
ン
が
な
い
と
の
理
由

で
ジ
オ
か
ら
脱
退
す
る
事
例

も
あ
る
。
波
状
丘
陵
や
そ
こ

で
作
ら
れ
る
農
産
物
な
ど
は

十
勝
岳
エ
リ
ア
を
知
っ
て
も

ら
う
重
要
な
ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
し
た
い
。
今
後
も
教
育

と
観
光
は
同
時
に
進
め
て
い

く
。

材
を
要
請
す
る
な
ど
、
経
済

効
果
が
当
日
の
み
に
留
ま
ら

な
い
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

斉
藤
町
長　
経
済
効
果
は
重

要
な
要
素
だ
と
思
っ
て
い
る

が
具
体
的
な
取
り
組
み
の
案

は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

大
会
前
後
に
は
ツ
ア
ー
が
組

ま
れ
る
の
で
、
間
接
的
な
経

済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

佐
藤
議
員　
今
後
、
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
委
員
会
の
審
査
基

準
と
我
が
町
の
将
来
像
と
に

ズ
レ
が
生
じ
、
仮
に
認
定
が

困
難
に
な
っ
た
場
合
、
町
長

自
身
が
ど
の
よ
う
な
判
断
を

下
す
と
予
想
す
る
か
。

斉
藤
町
長　
今
の
と
こ
ろ
理

念
等
に
ズ
レ
が
生
じ
る
こ
と

は
懸
念
し
て
い
な
い
。
む
し

ろ
人
員
の
絶
対
数
が
不
足
す

る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
。

佐
藤
議
員　
令
和
７
年
に
開

催
さ
れ
る
第
15
回
ジ
オ
パ
ー

ク
（
以
下
ジ
オ
）
全
国
大
会

の
開
催
地
が
我
が
町
と
美
瑛

町
に
決
定
し
た
が
、
開
催
期

間
の
決
定
な
ど
準
備
の
遅
延

は
生
じ
て
い
な
い
の
か
。

斉
藤
町
長　
開
催
期
間
は
９

月
26
日
か
ら
28
日
に
概
ね
決

定
し
て
い
る
。
各
種
旅
行
会

社
や
両
町
の
宿
泊
組
合
と
協

議
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ

り
、
準
備
に
遅
れ
が
生
じ
な

い
よ
う
鋭
意
努
力
す
る
。

佐
藤
議
員　
全
国
大
会
で
は

住
民
が
参
加
可
能
な
ジ
オ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
か
み
ん
で
開

催
し
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
の
よ
う
な
誰

も
が
親
し
み
や
す
い
イ
ベ
ン

ト
も
同
時
に
開
催
し
て
は
。

斉
藤
町
長　
ジ
オ
の
関
係
者

と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
町
民

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
仕
掛
け
は
作
っ
て
い

き
た
い
。

佐
藤
議
員　
全
国
大
会
に
は

全
国
各
地
か
ら
約
800
人
の
方

が
参
加
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、

町
内
の
商
工
観
光
業
者
に
は

ど
の
よ
う
な
恩
恵
が
あ
る
か
。

斉
藤
町
長　
本
大
会
は
美
瑛

町
白
金
地
区
で
の
開
催
と
な

る
が
、
地
元
の
物
産
販
売

ブ
ー
ス
な
ど
を
設
け
る
予
定

で
あ
り
、
本
町
の
地
域
産
品

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機

会
と
な
る
。

佐
藤
議
員　
会
場
が
美
瑛
だ

と
参
画
が
難
し
い
町
内
事
業

者
も
い
る
と
思
う
。
積
極
的

に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
例
え
ば
テ
レ
ビ
局
の
取

佐藤　大輔　議員 森の成り立ちについて説明するジオガイド

町づくりにジオは外
せないなら、町民の
認知度をもっと高め
る必要がある。どれ
だけの町民が全国大
会に関われるかが鍵
となる。
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経済

「
か
み
ふ
ら
の
収
穫
祭
」
は
２
０
１
６
年
11
月
に

第
１
回
目
が
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。「
町
民
み
ん
な
で
秋
の
豊
か
な
実
り

を
喜
び
、
そ
の
味
覚
も
楽
し
む
」
も
の
と
し
て
企

画
さ
れ
ま
し
た
。

町長－一般財源を用いた施策としての継続は困難

値上げ値上げの日々で、
私たちの日常生活が大
きな影響を受けている。
町長には町民の生活を
第一に考えてほしいも
のだが。

の
商
品
券
を
用
い
た
町
内
消

費
の
拡
大
に
関
し
て
、
そ
の

効
果
は
非
常
に
限
定
的
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ

り
、
一
般
財
源
を
用
い
た
施

策
と
し
て
の
継
続
は
困
難
な

状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
プ

レ
ミ
ア
ム
分
が
上
乗
せ
さ
れ

る
と
は
い
え
、
一
時
的
に
高

額
な
費
用
を
捻
出
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
所
得
の

低
い
家
庭
で
は
そ
の
利
益
を

最
大
限
受
け
る
こ
と
が
難
し

い
な
ど
、
町
民
の
最
低
限
の

暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
福
祉

の
観
点
か
ら
は
課
題
を
抱
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

林
議
員　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
の
発
行
を
多
く
の
町

民
が
望
ん
で
い
る
と
考
え
る

が
。

斉
藤
町
長　
従
来
の
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
は
商
工
振

興
策
と
し
て
町
の
経
済
団
体

の
要
望
に
応
え
る
形
で
実
施

し
、
令
和
２
年
度
か
ら
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
伴
う

消
費
の
落
ち
込
み
や
収
入
の

減
少
に
対
応
す
る
商
工
振
興

策
と
し
て
、
国
の
補
助
金
を

原
資
と
し
実
施
し
た
。
い
ず

れ
も
年
末
年
始
の
家
計
負
担

を
和
ら
げ
る
効
果
は
非
常
に

高
く
、
好
評
を
得
た
施
策
で

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
一

方
、
消
費
喚
起
を
期
待
す
る

商
工
振
興
施
策
と
し
て
は
、

灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃

料
費
の
支
払
い
な
ど
が
大
半

を
占
め
る
な
ど
、
町
内
専
用

林　敬永　議員

中
止
さ
れ
た
「
か
み
ふ
ら

の
収
穫
祭
」
何
故
？

林
議
員　
２
０
１
６
年
11
月

６
日
第
１
回
目
の
「
か
み
ふ

ら
の
収
穫
祭
」
が
開
催
さ
れ
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
中

止
す
る
こ
と
な
く
規
模
を
縮

小
す
る
な
ど
し
て
開
催
さ
れ

て
き
た
収
穫
祭
が
、
何
故
中

止
さ
れ
た
の
か
。

斉
藤
町
長　
「
か
み
ふ
ら
の

収
穫
祭
」
は
、
町
の
地
元
産

の
農
畜
産
物
を
提
供
す
る
機

会
と
し
て
、
上
富
良
野
町
商

工
会
、
か
み
ふ
ら
の
十
勝
岳

観
光
協
会
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
で

構
成
す
る
産
業
賑
わ
い
協
議

会
と
協
力
団
体
で
開
催
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
折
に

も
新
米
の
販
売
な
ど
に
よ

り
、
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て

き
た
が
、
構
成
団
体
か
ら
次

年
度
の
参
加
協
力
の
可
否
を

検
討
し
た
い
旨
の
意
見
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
内

容
、
規
模
で
の
開
催
を
基
本

に
飲
食
物
を
提
供
し
て
い
た

だ
け
る
団
体
へ
協
力
依
頼
が

行
わ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

参
加
者
が
見
込
め
ず
、
本
年

度
の
産
業
賑
わ
い
協
議
会
年

次
総
会
に
お
い
て
、
事
業
計

画
に
対
す
る
協
議
が
行
わ
れ

た
結
果
、
イ
ベ
ン
ト
規
模
が

大
幅
に
縮
小
と
な
る
こ
と
か

ら
、
開
催
の
中
止
が
決
定
し

た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
運

営
の
主
体
と
な
る
産
業
賑
わ

い
協
議
会
へ
の
協
力
依
頼
と

参
加
が
可
能
な
団
体
や
事
業

者
に
対
し
て
、
募
集
と
要
請

を
行
い
、
次
年
度
の
開
催
に

向
け
て
検
討
を
続
け
て
い
く
。

プレミアム付き商品券を発行すべきでは

2023 年度のかみふらの収穫祭
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農業

「
農
業
の
第
三
者
継
承
」
と
は
、
親
族
内
で
の
継

承
で
は
な
く
、
血
縁
関
係
の
な
い
第
三
者
に
農
業

経
営
を
譲
り
渡
す
こ
と
を
指
し
ま
す
。
継
承
元
、

継
承
者
双
方
に
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

早急に担い手対策をしていくべきでは
町長－スピードをあげていかないとという危機感はある

現在の新規就農対策だ
けでは広大な土地利用
型農業の担い手対策と
しては不十分なので、
早急に第三者継承の仕
組みを整えるべきでは。

斉
藤
町
長　
今
年
度
か
ら
第

三
者
継
承
に
よ
る
経
営
移
譲

を
希
望
す
る
方
を
把
握
す
る

た
め
の
意
向
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
令
和
７
年
度

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募

集
か
ら
第
三
者
継
承
を
要
件

と
し
て
募
集
を
開
始
す
る
準

備
を
進
め
て
い
る
。

小
林
議
員　
第
三
者
継
承
に

係
る
後
継
者
対
策
に
関
し
て

町
の
役
割
は
、
継
承
元
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
丁
寧
に
行
う
と

同
時
に
、
事
業
を
受
け
継
ぐ

意
思
の
あ
る
継
承
希
望
者
を

広
く
募
り
、
両
者
を
マ
ッ
チ

ン
グ
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
る
が
。

斉
藤
町
長　
第
三
者
継
承
は

非
常
に
重
要
で
あ
り
、
マ
ッ

チ
ン
グ
は
ど
の
よ
う
な
形
で

あ
れ
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え

て
い
る
。

め
た
際
、
多
少
の
余
力
が

あ
っ
て
も
近
隣
に
買
い
取
り

手
が
い
な
け
れ
ば
規
模
の
拡

大
を
躊
躇
す
る
こ
と
な
ど
を

考
え
れ
ば
、
10
年
後
く
ら
い

で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が

あ
る
。
な
の
で
お
よ
そ
10
年

以
内
に
広
大
な
面
積
を
耕
作

で
き
、
か
つ
長
期
に
耕
作
を

続
け
ら
れ
る
経
営
体
が
土
地

や
事
業
を
継
承
で
き
る
よ
う

対
策
を
講
じ
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

斉
藤
町
長　
確
か
に
10
年
後

ぐ
ら
い
に
引
き
受
け
手
や
継

承
者
が
い
な
い
と
い
う
問
題

が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
な
る
と
条
件
の
良
く
な

い
農
地
が
耕
作
放
棄
地
に

な
っ
て
し
ま
う
心
配
が
あ
る
。

小
林
議
員　
第
三
者
継
承
に

つ
い
て
の
調
査
研
究
や
検
討

の
進
捗
状
況
は
。

小
林
議
員　
近
年
農
家
戸
数

が
激
減
し
て
い
る
一
方
、
農

地
の
集
約
化
や
ス
マ
ー
ト
農

業
が
進
ん
で
い
る
現
状
に
対

す
る
町
長
の
評
価
は
。

斉
藤
町
長　
あ
る
程
度
の
最

適
な
規
模
に
向
か
っ
て
い
る

途
上
の
経
営
体
に
関
し
て
は
、

集
約
化
、
面
積
を
適
正
規
模

に
い
く
ま
で
の
そ
の
方
向
は
、

決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

小
林
議
員　
後
継
者
不
足
が

深
刻
化
す
る
こ
と
で
ど
の
よ

う
な
問
題
が
起
こ
る
か
。

斉
藤
町
長　
経
営
体
の
減
少

と
と
も
に
農
地
の
流
動
化
も

限
界
を
迎
え
、
耕
作
し
な
い

休
耕
地
か
ら
農
地
と
し
て
管

理
さ
れ
な
い
耕
作
放
棄
地
が

発
生
す
る
こ
と
、
同
時
に
基

幹
産
業
の
農
業
が
衰
退
し
て

い
く
こ
と
に
加
え
て
、
農
村

地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
衰
退
、
崩

壊
が
発
生
し
、
社
会
基
盤
の

劣
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

小
林
議
員　
つ
ま
り
い
つ
ま

で
も
農
家
戸
数
の
減
少
を
受

け
入
れ
て
は
い
け
な
い
と
い

う
認
識
か
。

斉
藤
町
長　
適
正
な
面
積
で

収
益
性
が
高
い
と
こ
ろ
を
目

指
し
て
い
く
上
で
は
戸
数
の

減
少
は
許
容
で
き
る
が
、
集

約
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
後
継

者
が
い
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
、
と
て
も
リ

ス
ク
は
あ
る
。

小
林
議
員　
深
刻
化
す
る
時

期
と
し
て
、
現
在
40
～
50
歳

の
経
営
者
が
離
農
を
考
え
始

小林　啓太　議員
上富良野の絶景は農家の耕作があってこそ



                                                                                                                                            かみふらの議会だより第 125 号 ⓴

一般
質問

現
在
、
日
本
の
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
割
合

は
29
％
に
上
り
、
高
齢
化
率
は
世
界
で
最
も
高
く

な
っ
て
い
る
。
当
町
に
お
け
る
現
在
の
65
歳
以
上

の
高
齢
化
率
は
34.1
％
で
あ
る
。

町長－道の交付金を活用し福祉灯油事業を実施する

の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

荒
生
議
員　
近
隣
市
町
村
で

は
、
継
続
的
な
福
祉
灯
油
の

支
給
や
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
発
行
事
業
な
ど
が
、
物
価

上
昇
に
疲
弊
す
る
高
齢
者
な

ど
へ
の
生
活
支
援
策
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
が
、
物
価
高

騰
に
よ
り
生
活
が
よ
り
一
層

圧
迫
さ
れ
る
中
に
お
い
て
は

必
要
と
さ
れ
る
支
援
策
と
考

え
る
が
、
当
町
で
は
本
年
度

中
に
行
わ
な
い
の
か
。

斉
藤
町
長　
物
価
高
騰
に
対

す
る
助
成
に
つ
い
て
は
、
11

月
22
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

国
が
実
施
す
る
経
済
対
策
で

は
、
非
課
税
世
帯
へ
の
３
万

円
の
給
付
を
は
じ
め
と
し
た

物
価
高
騰
へ
の
支
援
が
盛
り

込
ま
れ
た
。
本
町
に
お
け
る

高
齢
者
や
低
所
得
者
に
対
し

て
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
、

国
が
実
施
す
る
経
済
対
策
の

ほ
か
、
地
域
づ
く
り
総
合
交

付
金
を
活
用
し
福
祉
灯
油
事

業
を
実
施
す
る
よ
う
取
り
進

め
て
い
く
。
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
は
、
ま
だ
未
定
と
い

う
こ
と
で
、
経
済
対
策
は
国

か
ら
来
る
補
助
金
等
で
何
ら

か
の
形
で
必
要
な
方
に
し
っ

か
り
と
届
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
施

策
の
一
つ
と
し
て
、
決
し
て

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
否

定
し
な
い
。
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
長
所
、
短
所
を
勘

案
し
な
が
ら
、
そ
う
い
う
も

の
も
含
め
て
経
済
対
策
は
し

っ
か
り
と
考
え
て
い
き
た
い
。

独
居
高
齢
者
の
安
全
と
生
活

の
質
を
確
保
す
る
た
め
の
具

体
的
な
施
策
は
。

斉
藤
町
長　
在
宅
福
祉
事
業

に
お
け
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
設
置
や
生
活
支
援
体
制
整

備
事
業
に
て
電
話
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
る
。
現
在
実
施

し
て
い
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
設
置
に
つ
い
て
は
、
電
話

の
一
般
回
線
を
使
っ
た
サ
ー

ビ
ス
で
あ
り
、
携
帯
電
話
の

普
及
が
進
み
、
一
般
電
話
の

契
約
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
に
お
け
る
同
等

の
サ
ー
ビ
ス
維
持
に
つ
い
て

荒
生
議
員　
高
齢
者
福
祉
は

社
会
の
変
化
や
高
齢
者
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
て
常
に
進
化
を

続
け
て
い
る
。
物
価
高
騰
が

続
い
て
い
る
中
、
例
え
ば
上

下
水
道
料
金
の
軽
減
制
度
を

設
け
る
な
ど
、
高
齢
者
世
帯

の
経
済
的
な
負
担
軽
減
策
が

必
要
と
考
え
る
が
。

斉
藤
町
長　
高
齢
化
社
会
に

向
け
て
、
今
後
は
他
市
町
村

の
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

我
が
町
に
ど
う
い
う
も
の
が

必
要
な
の
か
、
ど
う
い
う
も

の
が
有
効
か
と
い
う
の
は
、

調
査
研
究
を
続
け
て
い
く
。

荒
生
議
員　
総
務
省
の
統
計

に
よ
る
と
、
65
歳
以
上
の

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

２
０
４
０
年
に
は
約
900
万
人

に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

荒生　博一　議員緊急通報システム

福祉灯油やプレミアム付き商品券は行わないのか

物価高騰で疲弊し
ている町民の皆様
からの強い要望を
受け、今回５名の
議員がプレミアム
付き商品券事業実
施を求めました。

高齢者
福祉
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子育て

認
定
こ
ど
も
園
と
は
、
子
育
て
家
庭
の
支
援
を
行

う
施
設
で
、
教
育
・
保
育
を
一
体
的
に
行
う
施
設

で
す
。

保育士確保の具体策を早急に
町長－保育士就労支援金や家賃補助を検討している

米
澤
議
員　
保
育
、
介
護
な

ど
ケ
ア
労
働
者
の
職
場
で
は

人
手
不
足
が
深
刻
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
町
の
こ
ど
も

園
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　
６
月
の
議
会
で
、
保
育
士

確
保
の
支
援
対
策
に
つ
い
て

質
問
を
し
た
が
、
園
と
協
議

の
う
え
、
今
後
の
保
育
士
確

保
に
つ
い
て
協
議
を
し
た
い

と
述
べ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
に
協
議
検
討
し
て
い
る
の

か
伺
う
。

斉
藤
町
長　
本
町
の
保
育
士

の
状
況
は
、
通
常
保
育
に
必

要
な
保
育
士
に
つ
い
て
は
充

足
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
の

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
保
育
士
に

つ
い
て
は
足
り
て
い
な
い
部

分
も
あ
り
、
今
後
に
お
い
て

も
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

に
向
け
保
育
士
確
保
対
策
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
協
議
検
討
の

内
容
と
し
て
は
、
近
隣
及
び

全
道
に
お
い
て
確
保
対
策
を

実
施
し
て
い
る
市
町
村
に
つ

い
て
調
査
を
行
い
、
本
町
で

実
施
す
る
対
策
案
に
つ
い
て
、

教
育
・
保
育
施
設
連
絡
協
議

会
で
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

協
議
の
経
過
と
し
て
は
、
保

育
士
家
賃
補
助
や
保
育
士
就

労
支
援
金
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
令
和
７
年
度
か
ら
の
実

施
に
向
け
、
現
在
検
討
を
し

て
い
る
。

米澤　義英　議員 保育士さんに見守られながら西こども園で過ごす子どもたち

子どもたちは、こども
園で保育士や異年齢の
子どもたちとの交流の
中で育ちます。保育士
さんの確保には、国や
行政の支援が必要です。

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を

支
え
る
対
策
を

米
澤
議
員　
生
活
に
必
要
な

食
料
品
、
資
材
な
ど
の
価
格

の
高
騰
は
、
町
民
の
生
活
を

追
い
詰
め
て
い
る
。
民
間
の

調
査
で
は
、
円
安
、
原
油
高
、

食
料
品
の
値
上
げ
な
ど
で
、

令
和
６
年
度
は
５
年
度
に
比

べ
て
家
計
負
担
は
10
万
円
を

超
え
て
い
る
と
の
試
算
も
あ

る
。
町
民
は
、
生
活
費
を
切

り
詰
め
て
生
活
を
し
て
い
る
。

町
に
お
い
て
は
、
燃
油
高
で

困
っ
て
い
る
生
活
困
窮
者
へ
、

福
祉
灯
油
実
施
や
町
内
の
消

費
を
喚
起
す
る
対
策
と
し
て

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、
ク
ー

ポ
ン
券
の
発
行
が
必
要
で
は
。

斉
藤
町
長　
生
活
困
窮
者
に

対
す
る
福
祉
灯
油
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
高
齢
者
や
低
所

得
者
に
対
し
て
の
支
援
策
に

地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金
を

活
用
し
福
祉
灯
油
を
実
施
す

る
よ
う
進
め
て
い
る
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、

商
工
振
興
策
と
し
て
年
末
年

始
の
家
計
負
担
を
和
ら
げ
る

効
果
は
非
常
に
高
く
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
も
活
用
い
た
だ

き
、
好
評
を
得
た
施
策
で
あ

っ
た
と
考
え
る
。
一
方
、
灯

油
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料

の
支
払
い
が
大
半
を
占
め
る

な
ど
、
そ
の
効
果
は
限
定
的

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
、
継
続
は
困
難
な
状
況
で

あ
る
。
地
域
経
済
対
策
と
し

て
は
、
商
品
券
発
行
、
販
売

に
限
ら
ず
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
を
活
用
し
た
電
子
マ

ネ
ー
導
入
を
検
討
し
た
い
。物価高の影響を受けている食料品
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委
員
長　
　
佐　
藤　
大　
輔

副
委
員
長　

   

井　
村　
悦　
丈

委

員　
　
湯　
川　
千
悦
子

　
　
　
　
　
　
林　
　
　
敬　
永

　
　
　
　
　
　
茶　
谷　
朋　
弘

　
　
　
（
故
）　
島　
田　
政　
志

㉒

10
月
28
日　
総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
先
進
市
町
村
行
政
調
査
（
～
１
日
）

11
月
６
日　
議
会
懇
談
会

　
　
18
日　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
21
日　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
22
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
議
員
定
数
・
議
員
報
酬

　
　
　
　
　
　
　
調
査
特
別
委
員
会
（
第
５
回
）

　
　
27
日　
総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　
28
日　
全
員
協
議
会
、
第
４
回
臨
時
会

12
月
２
日　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
３
日　
総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　
４
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
５
日　
全
員
協
議
会
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
11
日　
第
４
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
12
日　
第
４
回
定
例
会
（
２
日
目
）

　
　
16
日　
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
議
員
定
数
・
議
員
報
酬

　
　
　
　
　
　
　
調
査
特
別
委
員
会
（
第
６
回
）

　
　
25
日　
議
会
運
営
委
員
会

１
月
14
日　
全
員
協
議
会
、
第
１
回
臨
時
会

　
　
17
日　
総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　
23
日　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
24
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
30
日　
議
員
定
数
・
議
員
報
酬

　
　
　
　
　
　
　
調
査
特
別
委
員
会
（
第
７
回
）

　
　
31
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

２
月
７
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。
最
後
の
頁

ま
で
読
ん
で
頂
き
、
感
謝
致
し
ま
す
。
さ
て
、
今
更
で

す
が
、
議
会
だ
よ
り
と
は
、
何
で
し
ょ
う
か
？
Ｓ
Ｎ
Ｓ

と
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
に
白
黒
写
真
、
せ
め
て

表
紙
だ
け
で
も
カ
ラ
ー
が
欲
し
い
、
広
報
の
ス
タ
ッ
フ

は
各
々
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
紙
面
編
集
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
２
か
月
・
３
か
月
前
の
情
報
で
は
読
ま
れ

る
方
も
少
し
引
い
て
し
ま
う
の
で
は
。
議
会
だ
よ
り
も

見
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
と
思
わ
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
ス
ピ
ー
デ
イ
で
良
い
紙
面
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

                                                     （
島
田　
記
）

　
こ
の
編
集
後
記
を
お
読
み
い
た
だ
く
時
、
島
田
委
員

が
既
に
こ
の
世
か
ら
旅
立
た
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
大

変
残
念
で
寂
し
く
、
未
だ
に
信
じ
ら
れ
な
い
思
い
で
す
。

　
議
会
だ
よ
り
を
多
く
の
町
民
に
読
ん
で
ほ
し
い
と
の

一
心
で
、
掲
載
画
像
の
撮
影
や
編
集
作
業
は
も
ち
ろ
ん
、

常
に
先
を
見
据
え
て
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
た
そ

の
姿
勢
と
ご
遺
志
を
、
残
さ
れ
た
私
た
ち
が
し
っ
か
り

と
受
け
継
い
で
ま
い
り
ま
す
こ
と
を
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
お
約
束
致
し
ま
す
。

                                           （
佐
藤
他
委
員
一
同
）

（故） 島田　政志 議員（満 67 歳）

　
島
田
政
志
議
員
が
去
る
令
和
７
年
１
月
６
日
に
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

　
島
田
議
員
は
、
上
富
良
野
町
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
常

に
誠
実
な
人
柄
と
優
れ
た
識
見
が
町
民
の
皆
様
の
大
き

な
信
頼
と
な
り
、
令
和
５
年
８
月
よ
り
町
議
会
議
員
と

し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
総
務
産
建
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会
広
報

特
別
委
員
会
委
員
と
し
て
そ
の
職
責
を
全
う
さ
れ
、
町

の
活
性
化
や
農
業
振
興
、
町
民
福
祉
の
向
上
な
ど
、
町

政
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
ら
た
め
て
生
前
の
ご
功
績
に
対
し
、
敬
意
を
表
し

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
謹
ん
で
ご
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
。

上
富
良
野
町
議
会
議
員
の
訃
報


